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令和６年２月１３日 

坂東市総務部管財課 

 

坂東市では、公共工事の発注時期の平準化による建設業者の経営の効率化及び工事の品

質確保等を目的に、余裕期間を設定したゼロ債務負担行為を活用し、公共工事の発注を行い

ます。 

※「余裕期間」とは、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、工事着手前に労働者の確保や建設

資材の調達を行なうことができる期間です。 

 

１ 対象工事について  

対象工事は、ゼロ債務負担行為を活用した工事とし、入札公告において「余裕期間制度活

用工事」であることを示すとともに、契約図書に「余裕期間制度活用工事（発注者指定方式）

に関する特記仕様書」を添付して契約を締結します。 

※「ゼロ債務負担行為」とは、債務負担行為を設定する年度の支出額をゼロとし、全額を翌年度以降の支

出とするものをいいます。 

 

２ 余裕期間について  

余裕期間の設定は、発注者が工事着工日を工期の始期日（工期開始日）としてあらかじめ

指定する「発注者指定方式」とします。 

 

 

３ 余裕期間における技術者の配置について  

余裕期間内は、監理技術者又は主任技術者の配置を要しません。 

対象工事が技術者の専任配置を要し、かつ配置予定の技術者が別の工事に従事している

場合は、工期の始期日前日までに必ず当該工事の完了検査が完了することを勘案の上、配置

してください。 

 

契約日

・技術者等の配置を要しない ・技術者等の配置を要する期間

・工事着手不可 ・工事着手可能

・前払金の請求不可 ・前払金の請求可能

・現場への資材等の搬入不可 ・現場への乗り込み可能

・工程表提出 ・コリンズ登録期間

工期の始期日

【余裕期間】 【実工期】

工期の終期日



 

 

４ 現場代理人の配置について  

余裕期間内は、工事請負契約約款第 10条に定める現場代理人の常駐を要しません。 

 配置予定の現場代理人が別の工事に従事し、かつ対象工事と現場代理人等の兼務が認め

られない場合は、工期の始期日前日までに必ず当該工事の完了検査が完了することを勘案

の上、配置してください。 

 

５ その他  

（１）余裕期間における準備等について 

余裕期間は、労働者の確保、現場に搬入しない資材等の準備、書類作成等は行うことがで

きますが、資材の搬入や仮設物の設置など工事着手と判断される準備等はできません。 

なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責により行うこととなります。 

  

（２）契約保証金の取扱いについて 

契約保証の保証期間は、工期の始期日に関係なく、通常の工事と同様に契約締結日から工

期の終期日までとなります。 

 

（３）技術者等が配置できない場合 

工期の始期日において、工事請負契約約款第 10条に定める技術者等を配置できない場合

は、建設業法等に違反するため、契約を解除することがあります。 

 

（４）手持ち工事件数制限の取扱いについて 

公告日において手持ち工事（同一年度に契約した余裕期間制度活用工事を含む）件数が２

件以上でも、工期の始期日前日までに必ず完了検査が完了し、工期の始期日に２件未満とな

る場合に限り入札の参加が可能となりますので工事進捗状況を勘案のうえ入札に参加して

ください。 

 

◆手持ち工事と余裕期間制度活用工事の関係

同じ技術者Ａを

配置可能

契約締結 工期の始期日 工期の終期日

契約締結

【工期】

【余裕期間】 【実工期】

技術者Ａを配置（技術者の専任を要する工事）

（技術者の専任を要する工事）

余裕期間制度活用工事

手持ち工事

工期の終期日

技術者Ａを配置


